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（１）事業目的

１．事業概要

－ １ －

■一般国道１９号桜沢改良は、長野県塩尻市大字贄川から同市大字宗賀に至る延長２．１kmの道路です。
■本事業は、旧国道１９号の防災課題箇所、線形不良区間をバイパスし、交通安全の確保を図るとともに、沿道環境を改善する
ことを目的とした道路であり、豊かな自然による風光明媚な景観や宿場町などの観光資源に恵まれた木曽地域の活性化に寄
与しています。

さくらざわ

【位置図】

凡例
桜沢改良
高規格幹線道路
一般国道（直轄）

桜 沢 改 良 の 全 体 位 置 図
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一般国道１９号 桜沢改良 延長２．１ｋｍ
令和３年１１月２８日開通
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岩石崩壊擁壁 雪崩

凡例

桜沢改良
旧国道19号
一般国道
主要地方道
要対策箇所

雪崩による通行止め
（Ｈ２６．２）
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起点側坑口部（R4.8撮影）

終点側坑口部（R4.8撮影）
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１．事業概要

－ ２ －

一般国道１９号 桜沢改良 延長２．１ｋｍ
令和３年１１月２８日開通
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事業名 一般国道１９号 桜沢改良

延長 ２．１ｋｍ

道路規格 第３種第２級

設計速度 ６０ｋｍ／ｈ

車線数 ２車線

事業化 平成１９年度

用地着手年度 平成２１年度

工事着手年度 平成２４年度

工事完成年度 令和３年度

全体事業費 １０５億円

計画交通量 １１,０００台／日

標 準 断 面 図

トンネル部土工部

橋梁部

（２）計画概要

10,300台/日

トンネル延長 1,498ｍ

■一般国道１９号桜沢改良は、平成１９年度に事業化し、令和３年１１月２８日に開通しました。
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■国道１９号桜沢改良が開通し、幹線ネットワークの拡充が図られています。
■国道１９号桜沢改良の開通により、旧国道１９号を走行していた車両の９割以上が減少し、国道１９号桜沢改良へ転換しました。
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●交通量の変化
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桜沢改良

旧国道19号 桜沢改良
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２．評価の視点

旧国道19号 一般国道 主要地方道桜沢改良

交通量観測断面

旧国道1９号
約９８％減少

出典：全線開通前 全国道路・街路交通情勢調査（H27）
全線開通後 交通量調査結果（R4.7.7 24時間）

桜沢改良

（１）事業効果の発現状況
①交通量の変化
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２．評価の視点

－ ４ －

■旧国道１９号（市道旧国道片平桜沢線）には、急傾斜地の崩壊・落石等の危険性がある要対策箇所が３箇所、道路災害の危険
要因がある防災カルテ箇所が４箇所存在し、大雪による雪崩や土石流発生など計５回の被災履歴があり、平成２６年２月の大
雪による雪崩では、２７時間にわたり全面通行止めとなるなど、信頼性に課題がありました。

■桜沢改良の整備により、代替ルートが確保され、信頼性の高い道路ネットワークが構築されました。

（１）事業効果の発現状況
②信頼性の高い道路ネットワークの構築

H18.7 大出水・冠水/土石流発生
約４時間全面通行止め

Ｈ26.2 大雪による雪崩発生
約２７時間全面通行止め

●旧国道１９号の要対策箇所、災害履歴

●旧国道19号の被災履歴
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●災害による通行止め履歴

開通後
通行止め

発生件数ゼロ

(件)

⓶

⓵

H13.1 大雪による雪崩発生
約３０時間全面通行止め

⓷

通行規制履歴（実績）

Ｈ13.1撮影 H18.7撮影 Ｈ26.2撮影

凡例

要対策箇所
防災カルテ箇所
災害発生箇所
桜沢改良
旧国道19号
一般国道

⓶⓵ ⓷

国土地理院 地理院地図

旧国道19号区間 桜沢改良区間
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２．評価の視点
（１）事業効果の発現状況
③安全な交通の確保

■旧国道１９号（市道旧国道片平桜沢線）は、線形不良箇所が４箇所存在し、衝突事故や追突事故等が多く発生し、事故に伴う

交通規制も実施していました。また冬季には路面凍結によるスリップ事故も発生しました。

■桜沢改良の開通後、線形不良区間を回避することができるようになり、事故発生件数が減少し、安全な交通が確保されました。

●旧国道１９号の線形不良区間
●開通前の道路状況
旧国道１９号は、線形不良区間が存在し、路外逸脱や横転事故が発生
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●開通後の道路状況
緩やかな線形への改善及び、トンネル区間の整備により、年間を通じた
走行安全性が向上

一般国道１９号 桜沢改良 延長２．１ｋｍ

トンネル延長 1,498ｍ

⓺⓹

⓹

至名古屋

至松本 至名古屋

至松本

●死傷事故件数の推移

－ ５ －
出典：交通事故統合DB

至名古屋

至松本

H25.7.4撮影

至名古屋

至松本

H25.7.4撮影 ⓷ H16.9.22撮影

R7.7.8撮影 R7.7.8撮影

➀
H13.1.21撮影

⓵

(件/年)

開通前
（H14～R3.11）

開通後
（R3.12～R5）

桜沢改良 旧国道19号 一般国道線形不良箇所（R＜120）

旧国道19号
桜沢改良

旧国道19号での
事故はゼロ

⓶⓵

⓷ ④
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３．社会経済情勢の変化

■旧国道１９号（市道旧国道片平桜沢線）には民家が連担し、地域住民の生活道路として旧国道１９号が利用されています。

■旧国道１９号（市道旧国道片平桜沢線）の夜間の交通量は約２，４００台、大型車混入率が４０％でしたが、開通後は交通が桜

沢改良区間へ転換したことにより地域の生活環境が改善しました。

■旧国道１９号から桜沢改良区間へ交通量が転換したことにより、ウォーキングコースにおける安全性向上にも寄与しています。

●旧国道１９号の交通量（夜間）と
大型車混入率の変化（断面①）

●旧国道１９号区間の民家連担状況
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出典：交通量調査結果（開通前：R3.11.16、開通後：R4.7.7）

大型車交通量が
大幅に減少

（台/12h）
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桜沢改良開通
R3.11.28

コロナ禍
より回復

出典：観光地利用者統計（長野県）

●木曽地域の観光客数の推移

●旧国道19号を活用した中山道のウォーキングツアー実施状況

－ ６ －

（万人）

撮影：
桜沢改良整備前

民家の近傍を走行する大型車⓵

出典：地域住民ヒアリング（R4.4.27）

桜沢改良ができて旧国道19

号を大型車が通行することが
なくなり静かになりました。

●地域住民の声

※大型車混入率 長野県直轄国道平均：29％

一般国道１９号 桜沢改良 延長２．１ｋｍ
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⓵

旧国道19号 一般国道 主要地方道 民家連担地区桜沢改良

（１）沿線の生活・交通環境の改善
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４．対応方針（案 ）

（１）今後の事後評価の必要性
■一般国道１９号桜沢改良は事業が完了しており、整備目的通りの効果が発現していることから、今後の事後評価の必要は
ないと考えます。

（２）改善措置の必要性
■一般国道１９号桜沢改良は、整備目的を達成していると判断できるため、改善措置の必要はないと考えます。

（３）計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要性
■現時点では、同種事業の計画・調査のあり方や事業評価手法の見直し等の必要性はないと考えます。

－ ７ －


